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【目的】 

欧州では223Ra内用療法の治療吸収線量測定が義務化されており、ソフトウェア OLINDA/EXMを用いて算出

されている。そこで223Ra内用療法を行った症例について、OLINDA/EXMで使用している計算式から吸収線量

の推測を試みた。 

 

【方法】 
223Ra内用療法を行った症例のSPECT画像を作成し、ソフトウェアGI-BONEを用いて腰椎高集積部位の

SUVmaxを算出した（Fig.1）。 

その後OLINDA/EXMの計算式にSUVmaxを代入し吸収線量を算出した。 

 

 

 

 

 

 

【結果】 
223Ra初回投与時のSUVmaxは41.78であり、その後投与毎にSUVmaxを算出し、6回投与後のSUVmaxは20.14

に減少した（Fig.2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.１ 骨 SPECT 画像の SUVmax の経時変化 

Fig.2 SUVmax の経時変化 Fig.2 SUVmax の経時変化 
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また、初回投与時の吸収線量は13.63 Gyであり、6回投与時は7.16 Gyであった。さらに、99mTc-HMDPに関し

て同様の検討を行ったところ、SUVmaxおよび吸収線量は223Raと同様の挙動を示した（Fig.3）。 

 

【結語】 
223Ra内用療法症例において、SUVmaxから吸収線量を推定することができた。 
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Fig.3 推定骨治療吸収線量の経時変化 


